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１ 単元名  店ではたらく人  
 
２ 単元の目標  省略（「知識と問いの構造図」〈めざす子どもの姿〉として記述） 
 
３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①消費者の願い、販売の仕方、他地
域や外国との関わりなどについ
て、見学・調査したり地図などの
資料で調べたりして、必要な情報
を集め、読み取り、販売に携わっ
ている人々の仕事の様子を理解し
ている。  

②調べたことを図や文などにまと
め、販売の仕事は、消費者の願い
を踏まえ売り上げを高めるよう、
工夫して行われていることを理解
している。  

①消費者の願い、販売の仕方、
他地域や外国との関わりな
どに着目して、販売に携わっ
ている人々の仕事について
問いを見出し、それらの仕事
に見られる工夫について考
え、表現している。  

②販売に携わっている人々の
仕事の様子を捉え、それらと
消費者の願いを関連付けて
考え、適切に表現している。 

①地域に見られる販売の
仕事について、予想や
学習計画を立て、学習
を振り返ったり見直し
たりして、学習問題を
追究し、解決しようと
している。  

②学習したことをもと
に、様々な特色をもっ
た販売の仕事の工夫に
ついて、主体的に考え
ている。  

 
４ 単元について 
 本単元では、地域に見られる販売の仕事として、松江市東出雲町にある「アイパルテ」を事例と
して取り上げる。アイパルテは、食品や酒などの小売業を前身とする有限会社白銀屋商店が、平成
１４年に開店させた共同店舗であり、スーパーマーケットが売り場の多くを占める。当時、付近に
は住宅街は少なく、大きなスーパーマーケットも無かったが、開店以来、地域住民の生活インフラ
の基幹として地域の発展を支えてきた。店には地元の商品が多く並び、野菜の産直コーナーでは、
同町の農家が育てた野菜のみを扱うなど、地域に密着しながら経営を行っている。昨年のリニュー
アルオープンからスーパーマーケットを「白銀屋商店街」と称して、各コーナーを「山陰だんだん
農園」（青果）「福福ミート」（精肉）など専門店化し、より消費者のニーズに応えるため、鮮度や品
揃えを強化している。また、令和２年より、移動販売車による「移動スーパー」をスタートし、松
江市や安来市の買い物困難者が暮らす地域に商品を運んで販売している。 
 地域の中の一人の生活者である子どもたちにとって、アイパルテの地域密着の取組や、アイパル
テではたらく人々の仕事の様子について追究することは、販売に携わる人々の仕事の様子を捉え、
それらの仕事に見られる工夫を考える上で、有効だと考える。事例を通して、子どもたちが社会的
事象の見方・考え方を働かせながら、自ら問いをもって追究する姿を目指したい。 
本時に関わる第１１時～１３時では、「移動スーパーまつざわ号」を運営する松沢さんの仕事を取

り上げる。子どもたちは、これまで、たくさんのお客さんに「来てもらう」工夫について学習をし
ている。逆に様々なお客さんのもとに「出掛けていく」形態である移動販売の目的について考える
ことで、消費者の多様な願いを踏まえ売り上げを高めようとしているお店の仕事の工夫について、
さらに理解を深めることができると考える。 
本時においては、まず、移動販売の様子について、写真から捉えることができるようにする。そ

の後、松沢さんが品物を届ける地域の地図を提示し、子どもの「なぜお店に来てもらえばいいのに、
わざわざいろいろな地域に出掛けているだろう？」という問いにつなげる。「移動スーパーまつざわ
号」の仕事について考える中で、松沢さんが移動販売を行う目的について、消費者の願いと関連付
けて予想しながら、自身の問いを見出せるようにしていく。そして、子ども一人一人が「何を調べ
たら問いを解決できるのか」ということを考え、問いの解決に向けて見通しをもちながら、主体的
に追究する姿につなげていきたい。 
 
５ 本時の学習（第１１時／全１５時間）  
(１) 目標 

アイパルテの松沢さんが「移動スーパーまつざわ号」の仕事に取り組む目的について、消費者
の願いと関連付けて予想しながら問いを見出し、解決に向けての見通しをもつことができる。  

（思考力、判断力、表現力等） 
 



(２) 展開 

主な学習場面と子どもの取組 目指す姿と取組を支える手立て 

１．アイパルテの松沢さんが取り組む「移動スーパーまつざ

わ号」の仕事について確認する。 

・見学で見た時には、いろいろな品物を車に積んでいたよ。 

・車に冷蔵庫も付いていて、肉や魚もあったよ。  

・安来市にまで届けることもあるんだね。  

・松江市の中でも、いろいろなところに届けているね。  

・アイパルテでは、たくさんのお客さんに来てもらう工夫を

いっぱいしていたから、お客さんに来てもらえばいいの

に、なんでわざわざ松沢さんは、いろいろなところに出か

けているのだろう。 

 

 

 

２．本時の問いについて予想し、話し合う。 

・お店では売っていないものを売っていて、その品物を買い

たい人のためかな。 

・近くにお店がない人たちのためじゃないかな。  

・山が多いところにも出掛けているよ。まわりにお店は少な

そうだな。 

・品物を届けてくれるから、いそがしくてお店に行けない人

や楽をしたい人のためかな。 

・お客さんはお年寄りの人が多そうだな。お店に行けないの

かな。 

・お年寄りは歩いてお店に行くのは大変だね。そういう人た

ちのために、しているんじゃないかな。  

・車がないと買い物は大変かもしれないね。車に乗れない人

のために、しているんじゃないかな。 

 

 

 

 

３．問いの解決に向けての見通しをもつ。  

・移動スーパーで売っているものを詳しく調べれば、わかり

そうだな。 

・届けているところがどんな様子なのかを調べれば、わかる

かな。 

・移動スーパーにどんなお客さんが来るのか、もっと調べれ

ばわかりそうだよ。 

・実際に松沢さんに聞いてみたら、いろいろなことがわかり

そうだよ。 

 

４．本時の学習を振り返る。 

 お年寄りの人がたくさん買い物をしていたから、松沢さ

んは、足が不自由だったり車がなかったりして、お店に行け

ないお年寄りの人たちのために、いろいろな地域に行って

移動スーパーをしているんじゃないかと思いました。他の

ところでは、どんなお客さんが買い物をしているのかをも

っと調べたいです。松沢さんにも話を聞いてみたいと思い

ました。 

 

 

・見学の際に見た「移動スーパーまつざ

わ号」の写真や、実際に販売をしてい

る写真を提示することで、移動販売の

仕事についてイメージしやすくする。 

・これまで「たくさんのお客さんに来て

もらう工夫」について学習してきたこ

とをふり返った後、松沢さんが品物を

届ける地域の地図を提示し、様々な地

域に出かけていることを確認するこ

とで、本時の問いへの意識を高める。 

 

 

 

・実際に移動販売をしている動画を視

聴し、移動販売を行う場所の地理的環

境やお客さんの年齢層などに着目し

ながら考えられるようにする。 

・予想を Padlet に書き込むことで、考

えにくい子どもが他者参照して友達

の考えを参考にできるようにする。 

・子どもたちの意見を「品物」「場所」

「人」などの視点に分類して板書し、

子どもが問いの解決に向けて調べる

際に、何を調べたらよいのかをわかり

やすくなるようにする。 

・「お店に行って買った方が、いろいろ

なものが買えるんじゃないかな。」と

問い返すことで、移動販売をする目的

について、消費者の願いと関連付けな

がら予想できるようにする。 

 

・「予想したことを明らかにするために

は、どんなことを調べたらよいかな。」

と問い、解決に向けて調べることを子

ども自身で考えられるようにする。 

・予想についての話し合いで出た視点

をあげながら、具体的に考えることが

できるようにする。 

 

 

 

・本時の問いについて考えたことや、次

の時間に調べたいことを書けるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まつざわさんは、何のために、わざわざいろいろなところに出かけていどうスーパーをしているのだろう。  

【評価の観点（思考・判断・表現）】  

松沢さんが「移動スーパーまつざわ号」

の仕事に取り組む目的について、消費者

の願いと関連付けて予想しながら問い

を見出し、解決に向けて見通しをもとう

としている。（発言・ワークシート）  



（３）評価 

十分満足できると判

断される状況  
概ね満足できると判断される状況  

支援を要する状況へ

の手立て  

概ね満足できると判

断される状況に加え、

問いの解決に向けて、

よりよい調べ方を考

えながら、見通しをも

とうとしている。 

松沢さんが「移動スーパーまつざわ号」の仕事に取り

組む目的について、消費者の願いと関連付けて予想

しながら問いを見出し、解決に向けて見通しをもと

うとしている。  

（十分満足にするための手立て）  

子どもの「調べたいこと」が問いの解決につながるよ

うに、予想についての話し合いで出た視点をあげな

がら、具体的に考えることができるようにする。  

「お店に行って買っ

た方が、いろいろなも

のが買えるんじゃな

いかな。」と問い返し

たり、自身の明らかに

したいことを明確に

できるように言葉か

けをしたりする。  

 


